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私は日本共産党岡山市議団を代表しまして、甲第 193 号議案平成 30 年度岡山市一般会計補正予

算（第 3号）について、他甲第 196 号議案までの事業会計補正予算についての質疑を行います。 

この補正予算は平成 30年 7月豪雨災害についての被災者の生活再建等の予算です。 

まず、甲第 193 号議案一般会計の 91億 1,700 万円余の増額補正について伺います。そのうち 38

億 5,411 万円は被災者の生活再建支援に使われます。それでは概要の項目ごとにうかがいます。 

 

１ 災害見舞金 7,422 万円余について 

（１）支給対象に床下浸水が入っていません。入れることは難しいのでしょうか。 

床下浸水でもクーラーの室外機、自家用車などの被害は深刻です。「岡山市災害見舞金等支給要

綱」は、H24 年 9月、今年 7月にも改定されています。これは、平成 23年の水害を受けて改訂した

のではないでしょうか。当時の改定内容と合わせてご所見をお聞かせください。 

 

 

２ 被災高齢者等の状況調査 959 万円余について 

被災した高齢者等の状況把握や必要な支援につなげるための訪問調査に要する費用です。 

（１）訪問調査で実態把握をしてみて、現段階での被災者の状況はどのような特徴がありますか。 

（２）罹災証明の申請実態はどうだったのでしょうか。未申請は何件でどういう理由だと把握して

いますか。 

（３）災害ごみの未対応もあったと伺っています。今後どうするのでしょうか。 

（４）被災者の実態把握は高齢者だけでなく、全世帯に必要ではないでしょうか。 

（５）今回の訪問調査は NPO に委託しています。知り得た情報の引き継ぎと守秘義務はどうなって

いるのでしょうか。 

 

 

３ 就学援助及び学用品の支給 1,541 万円余について 

これは学習に必要な費用の支給や現物支給などを行う経費です。 

（１）何人分を想定しているのでしょうか。積算根拠をお示しください。 

（２）学用品の中には制服も入っているでしょうか。 

（３）被災者用の就学援助は床上浸水の方のみが対象で、所得制限なしで受けることができる市独

自の制度を作ったことは評価しています。被災者全世帯対象ということをきちんと伝えてほしいと

思います。被災者支援台帳があるので個別に申請がなくても全世帯対象にすることができるのでは

ないでしょうか。 

（４）現時点でどのくらいの申し込みがありますか。 

（５）中学生の自転車は対象にならないのでしょうか。 

 

 

４ 住宅の応急修理 4 億 6,720 万円について 
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本会議でも議論がありましたが、9月 14 日現在で、対象が約 1,100 棟に対し、659 件の申請受付、

工事発注が257件という実態です。申請に非常に手間がかかるなど使いにくいという声を聞きます。 

（１）補正予算では対象が 800 件となっています。なぜでしょうか。 

（２）現時点で被災者からどのような声が届いていますか。市として被災者の声をリサーチしてい

ないのでしょうか。 

（３）ある被災者は大手ハウスメーカーの住宅のため、全部壁をはがさないと修復出来ないと言わ

れ、1,000 万円の見積もりだったそうです。58万 4,000 円で十分という認識ですか。独自の上乗せ

をすることを検討したのでしょうか。なぜ上乗せをしないのですか。 

（４）断熱材は応急処理の対象にならないという説明を受けたという被災者がいました。断熱材ま

で替えないとカビが生えてくる、建具を直さないと戸の開閉が出来ないなどの問題があります。住

めるようにするためにそれらの問題をクリアすることは必須です。対応できませんか。 

（５）制度の周知はどうなっていますか。 

（６）床上 130 センチでも半壊になっていないところは使えません。そこに住めるというのでしょ

うか。 

（７）そのためにも何にでも使える被災者用の住宅リフォーム制度の提案もしています。被災後、

住めるように修繕することは、被災者の方が日常を取り戻すために不可欠です。他の制度も含め手

を差し伸べるべきではないでしょうか。ご所見をおきかせください。 

 

 

５ 災害ゴミの撤去・処理について 

これは災害ゴミの収集、運搬・処理及び仮置き場の運営に要する経費です。年内処理完了に向け

て推計 2 万トンのゴミを民間委託も活用し処理するものです。6,000 トンは市ですでにとりかかっ

ており、1万 4,000 トンはこれから民間委託で処理するとのことです。 

（１）処理業者はどういう業者にどういう積算で委託するのでしょうか。 

（２）リサイクル率の目標は設定しますか。 

（３）そのうち、塵芥再生処理費と焼却処分費は東部リサイクルプラザと東部クリーンセンターの

委託費です。処理量により精算する契約内容になっているのでしょうか。 

 

 

６ 避難所の設置及び運営 1,160 万円余について 

（１）そもそも災害救助法では、給食、被服、寝具などの支給が位置付けられています。今回の災

害に災害救助法は発動したのでしょうか。今回はその費用を使っての備蓄補充なのでしょうか。 

（２）備蓄物資については、補充だけの対応なのでしょうか。備蓄品がそろっていなかった小学校

もあったとのことでした。備蓄品で、毛布・ラジオがないところもありました。ここでいう備蓄物

資とは何々なのでしょうか。補充の考え方についてお示しください。 

（３）急な災害では、校長・教頭先生が駆けつけられるとは限りません。備蓄品を置く場所、その

場所を知らせる対象や鍵の取り扱いについて、どう考えているのでしょうか。 
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７ 被災者支援相談窓口設置 223 万円余について 

これは東区のゆめタウン平島店内や北区に設置された被災者支援相談窓口に関わる予算です。 

（１）今までかかった予算についての計上なのか。これからの継続の予算も入っているという認識

でいいのでしょうか。いつまで継続されるのでしょうか。 

（２）今後継続するなら被災者からの支援金・義援金の申請の手間を省くようにしてはどうでしょ

うか。 

（３）今は東区の窓口は上道地域センターにあります。そこでは手続きが完了できるようになって

いるのか。被災者をたらいまわしにせず、寄り添い対応できる職員を常駐させてほしいがいかがか。 

 

 

８ 社会福祉施設等復旧補助 1 億 7,505 万円余 

・私立保育園復旧補助（2620 万円）について 

これは、被災した社会福祉施設及び設備等の復旧に要する経費です。 

（１）対象の施設は何カ所あり、どういう施設なのでしょうか。 

（２）設備というのはどこまで対象になるのか。 

（３）施設の自己負担はあるのでしょうか。 

（４）1/4 自費の場合、その資金が無い場合だとしても、事業の性質からして復旧は最優先である

べきです。お金の心配なく、すぐ復旧に取りかかれる必要がありますが、どう考えているのでしょ

うか。基準についてもあらかじめ周知が必要ではないでしょうか。 

 

 

９ 土木施設の災害復旧 17 億 7,9４２万円余について 

（１）河川 6カ所とはどこですか。内容はなんですか。 

（２）浚渫委託料 4,500 万余があがっているが、どこの川のことですか。これまでどのような計画

で浚渫を行ってきて，今回どこが問題でどの区間を実施するのか。その効果をどう考えているか。

なぜ今まで行えなかったのか。市単独費ですが、県でも県単独財源でやれると考えるのでしょうか。

ご所見をお聞かせください。 

（３）地域の排水のためのポンプの増強に加えて、側溝の清掃も大切です。災害ゴミや泥で大変な

ことになっており、地域の高齢化などで自力での清掃が困難なところもいくつかあります。市が清

掃する予算を付けませんか。 

 

 

１０ 農林水産施設の災害復旧 28 億 126 万 3千円について 

（１）農地・農業施設災害復旧事業について伺います。激甚災害指定を受け、通常より高率な補助

になりますが、自己負担の割合はどうなりますか。 
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（２）増嵩申請をすれば農家の負担軽減になります。考えていますか。 

（３）治山施設について。崩れた裏山の復旧に治山事業を使うとのことだが具体的にはどこのこと

なのでしょうか。どういうレベルの復旧になるのか。崩れていないと対象にならないのか。裏山が

崩れそうで怖いという住民からの不安の声を聞いています。そういう場合に使えないのでしょうか。

（４）用水等の土砂撤去についてはとりくんでいただけますか。 

 

 

１１ その他市有施設の災害復旧 3 億 9,655 万円余 について 

この中で、百間川緑地公園について伺います。台風 21 号で大雨警報が出ている際にも百間川の

橋の下でトレーニングをしている人たちを見かけました。百間川の河川敷の施設を復旧し利用を再

開した後には、豪雨時の利用を避けるように改めて注意喚起をする必要があります。 

（１）旭川ダムの放流の際に旭川沿いにはサイレンがあり、警報が伝わります。百間川沿いにも旭

川ダムの放流を伝える施設を設置しますか。 

（２）トイレや屋根付きベンチなど河川敷で憩うには必要な施設です。復旧後は大雨の際に堤防の

上に引き上げるなどの運用をしますか。 

（３）公園復旧後、豪雨時の利用を避けるよう注意喚起をしますか 

 

 

１２ 防災対策の強化 8,266 万 9 千円について 

（１）御南・陵南地区の都市排水ポンプの設置費用はいくらなのでしょうか。都市排水の排水区を

新たに設定するという認識でよいのでしょうか。設置地区についての優先順位はいつどこで決まっ

たのか。被害状況が大きさという議会答弁がありました。具体的にはどの数字に基づいているので

しょうか 

（２）H36 年完成予定を H34 年に前倒しするという整理で、内々の計画が既にあったかのような答

弁が今議会でされました。被災後に、担当課に確認した際には計画は無いと説明を受けました。内々

の計画とはどういう意味なのでしょうか。既に計画があったなら、なぜ市民に公表していなかった

のでしょうか。該当地域の市民にとっては重要な情報だと思わなかったのでしょうか。 

（３）ポンプを新たに設置するために内水浸水シミュレーションに基づきしているとの答弁があり

ました。どこにどういう条件でどういうシミュレーションなのか詳細を示してほしいが、いかがで

しょうか。御南・陵南学区以外の市街地について、対象になる可能性や基準をどう考えているのか、

併せてご所見をお示しください。 

（４）可搬式ポンプの無償貸与事業について、拡大すると言われていましたが、まだ台風シーズン

が続くので早急な対応が必要です。予算化しているのか。緊急な場合はどう対応するのか。 

（５）自費でポンプを借りた町内会に事後対応できないとのことだが、これは市独自の制度で市の

裁量です。国の様々な支援制度が事後申請にも対応できるよう柔軟に発展してきた中で、市も柔軟

になるべきです。補正予算内で対応できないでしょうか。 
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１３ 中小企業支援 1 億 1437 万円について 

今回の災害を受けてやむを得ず廃業したが、機械等の処分に苦慮しているという話を伺いました。

豪雨災害に起因する設備の廃棄ということですが、今回の補正予算では対応できますか。 

 

 

１４ 指定管理者との費用分担 

牧山クラインガルテンや少年自然の家の修繕費が上がっています。 

（１）指定管理者との費用分担の考え方についてはどうなっているのでしょうか。指定管理の協定

の中に災害については必ず入っているのでしょうか。入っていない場合はどう対応しますか。 

（２）この 2カ所以外に指定管理の施設の復旧費用は上がっているのでしょうか。 

 

 


